
孫 祠 け 中 日 新 聞 祗

名古屋市中区三の九
二丁目6番 1号

〒460‐ 8511 電話 052(201)8811

」聞 2012年 (平成 24年)10月 2日 (火曜 日 )

衆院選中部9県世論調査

「消
費
増
税
」最
多
６２
％

分からない。

無回答 3

(二つ回答、
単位は%)

ど
輝ヽ
セ

中
日
新
聞
社
は
次
期
衆
院
選
に
関
す
る
有
権
者
の
政
治
意
識
を

探
る
た
め
、
中
部
九
県

（愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
長
野
、
福
井
、

滋
賀
、
静
岡
、
石
川
、
富
山
）
で
世
論
調
査
を
実
施
し
た
。
選
挙

争
点
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「原
発
政
策
」
が
全
体
の
３７
％
を
占

め
、
ほ
ぼ
三
人
に

一
人
が
争
点
に
挙
げ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
根
幹

を
担

っ
て
き
た
原
発
が
過
去
の
国
政
選
挙
で
争
点
に
な

っ
た
例
は

な
く
、
昨
年
二
月
の
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
を
受
け
、
初

め
て
主
要
争
点
に
浮
上
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
＝
関
連
０
０
の
面

調
査
は
次
期
衆
院
選
を

控
え
、
民
主
党
代
表
選
に

続
き
、
自
民
党
総
裁
選
も

終
わ

っ
た
こ
と
か
ら
、
九

月
二
十
九
、
三
十
の
両
日

に
実
施
し
た
。

コ
ン
ピ

ユ

ー
ク
ト
で
無
作
為
に
作
成

し
た
番
号

へ
電
話
を
か
け

る
Ｒ
Ｄ
Ｄ
法
に
よ
り
、
千

五
百
五
人
か
ら
回
答
を
得

た
。
回
答
率
は
６３
％
ｏ

争

点

を

尋

ね

る

質

問

は
、
国
政
レ
ベ
ル
で
議
論

が
分
か
れ
る
五

つ
の
政
治

課
題
や
政
策
か
ら
、
二
つ

ま
で
選
ぶ
方
式
。
最
も
多

か

っ
た
の
は

「
消
費
増
税

と
社
会
保
障
改
革
」
で
過

半
数
の
６２
％
ｏ
景
気
低
迷

や
一雇
用
不
安
が
続
く
中
、

暮
ら
し
に
直
結
す
る
政
治

課
題
が
引
き
続
き
有
権
者

の
関
心
を
集
め
た
。

尖
閣
諸
島
や
竹
島
の
領

原発は増やした方

薪
瞬
翻

「
題
棘
就

・ で
鍵
鍋
睦

一

障
」
は
３５
％
ヽ
橋
下
徹
大

一

阪
市
長
率
い
る

「
日
本
維

新
の
会
」
な
ど
が
公
約
に

掲
げ
る

「
議
員
定
数
削
減

な

ど

政

治

改

革
」

は

２４

％
。
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
は
９
％
に
と

ど
ま

っ
た
。

分

　

持
は
維

静
磯聯
富訓脚螂昴一鼈

研
幡
僣
椰



今
後
の
原
発
政
策
に
関

し
て
は

「
政
府
の
目
標
通

り
二
〇
三
〇
年
代
に
原
発

ゼ

ロ
」
が
２２
％
ヽ

「
目
標

を
前
倒
し
し
て
、
三
〇
年

代
よ
り
前
に
原
発
ゼ

ロ
」

も

２９

％

で
ヽ

「
原

発

ゼ

ロ
」
を
支
持
す
る
回
答
が

半
数
を
超
え
た
。
ゼ

ロ
不

支

持

の
回

答

の
中

で
も

「
減
ら
し
た
方
が
い
い
」

が
４‐
％
で
、
回
答
全
体
の

九
割
以
上
が
原
発
依
存
の

低

下

を

求

め

て

い

た
。

「
現
状
維
持

・
増
や
す
」

は
７
％
に
と
ど
ま

っ
た
。

「
分

か

ら

な

い

ｏ
無

回

答
」
は
２
％
だ

っ
た
。

内
訳
を
見
る
と
ヽ
原
発

ゼ

ロ
を
支
持
す
る
の
は
年

代
別
で
、
二
十
代
を
除
く

す
べ
て
が
半
数
以
上
。
性

別
で
は
女
性
が
六
割
近
く

で
男
性
を
上
回
り
、
職
業

別
は
主
婦
や
農
林
漁
業
で

六
割
を
占
め
た
。
政
党
別

で
は
民
主
支
持
層
が
ゼ
ロ

支
持
と
支
持
し
な
い
人
数

が
ほ
ぼ
拮
抗
。
自
民
支
持

層
は
原
発
ゼ
ロ
を
支
持
し

な
い
方
が
上
回

っ
た
。
政

党
支
持
な
し
層
で
は
、
原

発
ゼ

ロ
を
支
持
す
る
人
が

六
割
近
く
に
達
し
た
。

一
一
方
、
政
府
が
三
〇
年

代
に
原
発
ゼ

ロ
の
目
標
を

掲
げ
な
が
ら
、
閣
議
決
定

を
見
送

っ
た
こ
と
に
つ
い

て

「
支
持
し
な
い
」
の
回

答
が
半
数
を
上
回
る
６‐
％

を
占
め
、
有
権
者
の
不
満

が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

「
支
持
す
る
」
は
３２
％
だ

っ
た
。

次
期
衆
院
選
の
比
例
代

表
の
投
票
先
で
は
、
自
民

党
を
挙
げ
た
人
が
ト

ツ
プ

の
３４
％
で
ヽ
‐５
％
の
民
主

党
に
倍
以
上
の
大
差
を

つ

自
民
３４
％
で
■
ツ
プ

比
例
投
苗一分
維
新
、民
主
に
迫
る

け
た
。
大
阪
市
の
橋
下
徹

市
長
率
い
る
国
政
新
党

「
日
本
維
新
の
会
」
は
Ｈ

％
と
、
民
主
に
迫
る
勢
い

で
、
中
部
地
方
で
も
支
持

一霧 を
拡
大
し
て
い
る
。
　

，

自
民
が
大
き
く
伸
び
た

の
は
、
調
査
が
激
戦
だ

っ

た
自
民
党
総
裁
選
直
後
に

行
わ
れ
た
こ
と
が
影
響
し

た
可
能
性
が
あ
る
。
自
民

を
投
票
先
に
選
ん
だ
の
は

自
民
支
持
層
の
ほ
か
、
民

主
支
持
層
や
政
党
支
持
な

し
層
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

一

割
以
上
。
民
主
支
持
層
で

民
主
に
投
票
す
る
の
は
七

割
程
度
に
と
ど
ま

っ
た
。

中
部
地
方
を
含
め
全
国

で
三
百
五
十
人
程
度
の
候

補
擁
立
を
目
指
し
て
い
る

維
新
の
会
に
は
、
支
持
な

し
層
の
Ｈ
％
ヽ
民
主
、
自

民
の
支
持
層
か
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
５
％
が
投
票
す
る
と

し
た
。
年
齢
別
で
は
三
十

～
五
十
代
で
支
持
を
集
め

て
い
る
。

同
じ
第
二
極
で
、
名
古

屋
市
の
河
村
た
か
し
市
長

率
い
る
地
域
政
党

「
減
税

日
本
」
は
１
％
に
と
ど
ま

っ
た
「
「
分
か
ら
な
い

・
無
回

答
」
は
２２
％
で
ヽ
三
割
以

上
が
投
票
先
を
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。

乳
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
呼
び

掛
け
る
毎
年
十
月
の
Ｌ
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月


